
九
月
定
例
議
会
最
終
日
の
十
月
五
日
、
当
局
提
案
を
一
部
修

正
し
一
袋
（
大
）
60
円
と
い
う
「
ご
み
収
集
・
処
理
の
有
料
化
」

案
が
、
賛
成
多
数
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

市
当
局
は
当
初
、
q
ゴ
ミ
の
減
量
化
w
費
用
負
担
の
公
平
性

e
財
源
確
保
―
を
理
由
と
し
て
、
審
議
会
の
答
申
通
り
、
可
燃

ご
み
、
不
燃
ご
み
（
不
燃
性
粗
大
ご
み
含
む
）
を
対
象
と
し
た

ご
み
処
理
の
有
料
化
方
針
を
打
ち
出
し
ま
し
た
。
実
施
方
式
と

し
て
は
ご
み
収
集
袋
の
指
定
制
に
よ
る
手
数
料
徴
収
方
法
を
採

用
し
、
40
リ
ッ
ト
ル
の
袋
（
大
）
を
80
円
と
す
る
な
ど
の
有
料

化
案
を
提
案
し
ま
し
た
。

当
局
の
試
算
で
は
、
一
世
帯
あ
た
り
の
年
間
負
担
額
は
7
6

8
0
円
。
市
民
全
体
で
年
間
4
億
6
0
0
0
万
円
の
負
担
増
を

見
込
ん
で
い
ま
し
た
。

こ
の
有
料
化
案
は
、
今
年
五
月
か
ら
八
月
に
か
け
て
わ
ず
か

六
回
の
審
議
会
で
論
議
さ
れ
た
そ
の
ま
ま
を
決
め
た
も
の
で
、

し
か
も
公
聴
会
を
開
く
こ
と
な
く
市
民
意
見
の
反
映
を
欠
い
た

ま
ま
の
提
案
で
す
。
市
民
か
ら
は
「
余
り
に
も
唐
突
の
提
案
だ
」

な
ど
反
対
す
る
声
が
多
数
上
が
り
、
考
え
る
会
が
取
り
組
ん
だ

反
対
署
名
に
は
、
短
期
間
に
も
か
か
わ
ら
ず
2
8
0
0
名
を
超

え
る
市
民
か
ら
賛
同
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

議
会
に
提
案
さ
れ
た
有
料
化
案
は
、
民
生
環
境
委
員
会
で
審

議
さ
れ
、
多
く
の
傍
聴
者
が
詰
め
掛
け
る
中
、
当
局
提
案
の
余

り
の
ひ
ど
さ
に
、
い
っ
た
ん
は
継
続
と
さ
れ
ま
し
た
。
が
、
議

会
最
終
日
二
日
前
の
三
日
、
委
員
会
が
再
開
さ
れ
、
谷
本
栄
委

わ
ず
か
6
回
の
審
議
会

60
円
に
”下
方
修
正
“

日本共産党 
9月議会報告 
日本共産党 
9月議会報告 

明るい米子 
２００６年11月 
日本共産党米子市議会議員団／発行 

米子市両三柳 811 電話 24－4811

「
ご
み
処
理
有
料
化
」
問
題
が
最
大
の

焦
点
と
な
っ
た
米
子
市
の
九
月
定
例
議
会

は
、
十
九
日
か
ら
十
月
五
日
ま
で
の
十
七

日
間
の
日
程
で
開
か
れ
ま
し
た
。
ご
み
問

題
を
中
心
に
、
岡
村
英
治
、
松
本
松
子
両

議
員
の
一
般
質
問
の
概
要
な
ど
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

共
産
党
は
断
固
反
対

員
（
新
風
）
が
当
局
提
案
の
80
円
を
60
円
に
引
き
下
げ
る
「
修

正
案
」
を
提
案
。「
市
民
に
説
明
し
、
十
分
な
理
解
を
得
る
努

力
を
す
る
た
め
、
今
議
会
で
強
行
す
る
な
」
と
の
松
本
松
子
議

員
の
主
張
を
無
視
し
て
、
修
正
案
を
賛
成
多
数
で
押
し
切
り
ま

し
た
。

共
産
党
市
議
団
は
今
回
の
ご
み
有
料
化
に
対
し
、
▽
ご
み
処

理
は
本
来
自
治
体
の
責
務
で
や
る
事
業
で
、
有
料
化
は
”税
金

の
二
重
取
り
“
▽
可
燃
ご
み
の
大
半
を
占
め
る
生
ゴ
ミ
の
減
量

化
に
手
を
打
た
ず
、
”有
料
化
先
に
あ
り
き
“
で
は
市
民
の
理

解
は
得
ら
れ
な
い
▽
ご
み
問
題
は
製
造
者
責
任
を
含
め
根
本
的

に
取
り
組
ま
ね
ば
な
ら
ず
、
消
費
者
だ
け
に
負
担
を
求
め
る
や

り
方
で
は
減
量
化
に
つ
な
が
ら
な
い
▽
市
民
の
理
解
を
得
て
い

な
い
―
な
ど
の
理
由
か
ら
、
強
く
反
対
を
主
張
し
ま
し
た
。

ま
た
、
会
派
「
未
来
」（
一
部
議
員
除
く
）
は
議
案
に
は
反
対

し
た
も
の
の
、「
有
料
化
反
対
」
の
陳
情
に
は
不
採
択
の
態
度

を
取
り
ま
し
た
。
有
料
化
そ
の
も
の
に
は
反
対
し
な
い
と
い
う

立
場
か
ら
で
す
。

米
子
市
で
は
来
年
四
月
か
ら
有
料
化
を
実
施
に
移
し
、
年
間

3
億
4
5
0
0
万
円
の
市
民
負
担
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、

実
施
か
ら
2
年
後
以
降
に
は
手
数
料
の
額
を
見
直
す
こ
と
に
し

て
お
り
、
さ
ら
な
る
負
担
増
を
さ
せ
な
い
取
り
組
み
が
必
要
で

す
。

ごみ有料化に関する議案・陳情に対する議員の態度

（○は議案・陳情に賛成、×は反対）

ご
み
問
題
が
焦
点

ごみ処理は 自治体の仕事 
そもそも 

　市町村は、一般廃棄物処理計画に従って、その 
区域内における、一般廃棄物を生活環境の保全上 
支障が生じないうちに収集し、これを運搬し及び 
処分しなければならない。 
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ごみ処理は 
　税金ですべき 

家庭ごみ有料化は
税金の二重取りだ！
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米
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市
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に

関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

議案
・
陳情

会派
・
議員

米
子
市
の
ご
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処
理
有
料
化
に
反
対

す
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陳
情
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4
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万
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の
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民
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教
育
基
本
法
は
戦
後
ま
も
な
く
、
憲
法

と
相
前
後
し
て
制
定
さ
れ
た
教
育
の
根
本

法
で
す
。
多
く
の
尊
い
人
命
を
奪
っ
た
侵

略
戦
争
に
対
す
る
反
省
か
ら
生
み
出
さ
れ

た
憲
法
、
そ
し
て
教
育
基
本
法
を
変
え
て

し
ま
お
う
と
い
う
動
き
が
強
め
ら
れ
、
今

の
臨
時
国
会
で
安
倍
内
閣
は
最
重
要
法
案

と
し
て
、
教
基
法
改
悪
を
ご
り
押
し
し
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。

岡
村
英
治
議
員
は
「
愛
国
心
」
の
明
記

や
行
政
の
教
育
に
対
す
る
関
与
を
強
化
す

る
な
ど
、
改
悪
に
何
の
道
理
も
な
い
こ
と

を
明
ら
か
に
し
、
多
く
の
教
育
関
係
者
が

ご
み
処
理
は
本
来
、
市
の
第
一
義
的
義

務
で
す
。
ご
み
の
有
料
化
は
、
ご
み
の
減

量
化
の
名
に
隠
れ
た
、
さ
ら
な
る
税
金
だ

と
思
い
ま
す
。
所
得
の
低
い
、
高
い
に
関

係
な
く
、
全
市
民
か
ら
徴
収
す
る
、
そ
の

影
響
は
所
得
の
低
い
人
に
と
っ
て
は
重
大

問
題
で
す
。

群
馬
県
の
安
中
市
は
可
燃
ご
み
の
収
集

袋
を
有
料
か
ら
無
料
に
戻
す
こ
と
を
検
討

し
て
い
ま
す
。
現
在
は
45
リ
ッ
ト
ル
が
20

円
で
、
こ
の
20
円
の
負
担
で
も
年
間
に
す

れ
ば
相
当
な
金
額
と
な
り
大
変
だ
か
ら
、

無
料
に
す
る
と
い
う
の
で
す
。

米
子
市
も
こ
の
考
え
に
立
ち
、
ご
み
有

料
化
は
す
べ
き
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

拙
速
な
見
直
し
に
反
対
し
て
い
る
こ
と
を

上
げ
て
教
育
長
の
考
え
を
た
だ
し
ま
し
た
。

足
立
教
育
長
は
「
現
行
の
教
育
基
本
法

を
貫
く
個
人
の
尊
厳
、
人
格
の
完
成
、
平

和
的
な
国
家
及
び
社
会
の
形
成
者
な
ど
の

理
念
は
、
憲
法
の
精
神
に
則
っ
た
普
遍
的

な
も
の
」
と
し
な
が
ら
も
、「
慎
重
か
つ
十

分
な
論
議
を
」
と
述
べ
る
に
と
ど
ま
り
ま

し
た
。

安
価
で
良
質
な
住
宅
を
す
べ
て
の
国
民

に
保
障
す
る
施
策
と
し
て
、
市
営
住
宅
に

対
す
る
要
求
は
ま
す
ま
す
高
ま
っ
て
い
ま

す
。
と
こ
ろ
が
市
営
住
宅
に
た
い
す
る
応

募
状
況
は
、
平
成
十
七
年
度
が
平
均
二
十

四
倍
、
今
年
度
に
な
っ
て
か
ら
も
二
十
倍

と「
入
り
た
く
て
も
な
か
な
か
入
れ
な
い
」

4
月
ま
で
の
障
害
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス
は
、

所
得
に
よ
っ
て
負
担
す
る
応
能
負
担
で
、

ほ
と
ん
ど
の
人
が
無
料
に
近
い
負
担
で
し

た
。
障
害
者
自
立
支
援
法
に
よ
り
、
本
人

や
家
族
、
関
係
者
か
ら
も
負
担
を
元
に
戻

す
要
求
が
強
く
上
が
っ
て
い
ま
す
。
10
月

か
ら
始
ま
る
、
地
域
生
活
支
援
事
業
の
サ

ー
ビ
ス
の
負
担
に
つ
い
て
、
市
独
自
の
負

担
上
限
を
考
え
て
お
ら
れ
る
の
で
し
ょ
う

か
。
1
割
負
担
と
し
て
い
る
日
常
生
活
用

具
給
付
事
業
、
移
動
支
援
事
業
、
日
中
一

時
支
援
事
業
に
つ
い
て
一
割
の
負
担
は
見

直
す
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

次
に
、
在
宅
精
神
障
害
者
を
訪
問
し
、

相
談
に
乗
っ
て
い
る
保
健
士
さ
ん
は
何
人

で
す
か
。
合
併
後
、
巡
回
の
回
数
が
減
っ

た
と
い
う
声
が
あ
り
ま
す
が
ど
う
な
っ
て

い
ま
す
か
。

と
い
っ
た
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。

そ
の
一
方
で
、
住
宅
を
退
去
し
て
空
き

家
に
な
っ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
新

た
な
入
居
者
を
募
集
し
な
い
ま
ま
に
な
っ

て
い
る
市
営
住
宅
が
あ
る
、
と
い
う
指
摘

が
各
所
か
ら
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

調
査
に
よ
る
と
、
改
築
を
前
提
と
し
た

”政
策
空
き
家
“
を
除
い
て
、
市
内
に
は

八
月
末
現
在
四
十
二
戸
の
市
営
住
宅
が
空

き
家
の
ま
ま
と
な
っ
て
お
り
、
長
い
も
の

で
二
年
以
上
も
入
居
者
が
な
い
住
宅
も
あ

り
ま
し
た
。

岡
村
議
員
は
、
そ
の
原
因
を
追
究
し
、

速
や
か
に
入
居
希
望
に
こ
た
え
る
対
策
を

講
じ
る
よ
う
要
求
し
ま
し
た
。

岡
村
議
員
は
こ
の
ほ
か
、
大
橋
川
拡
幅

問
題
、
集
中
豪
雨
に
よ
る
流
木
な
ど
の
海

岸
漂
着
物
対
策
に
つ
い
て
、
執
行
部
の
姿

勢
を
た
だ
し
ま
し
た
。

介
護
保
険
制
度
の
改
正
に
よ
っ
て
要
介

護
1
か
ら
、
新
予
防
給
付
の
対
象
と
さ
れ

た
、
要
支
援
1
、
要
支
援
2
に
変
更
さ
れ

た
人
達
は
、
よ
ほ
ど
困
難
な
場
合
で
な
け

れ
ば
ヘ
ル
パ
ー
に
よ
る
生
活
支
援
が
受
け

ら
れ
な
く
な
り
ま
し
た
。

介
護
サ
ー
ビ
ス
を
予
防
給
付
に
変
え
ら

れ
て
、
ど
の
よ
う
な
困
難
を
抱
え
て
い
る

の
か
。
特
に
低
所
得
者
の
場
合
、
保
険
で

受
け
ら
れ
な
い
サ
ー
ビ
ス
を
全
額
自
己
負

担
で
受
け
る
こ
と
は
、
や
り
く
り
だ
け
で

は
出
来
ま
せ
ん
。
実
態
は
ど
う
な
っ
て
い

る
の
か
、
米
子
市
は
調
査
を
す
べ
き
と
思

い
ま
す
が
。

介
護
ベ
ッ
ド
や
車
椅
子
の
取
り
上
げ
に

つ
い
て
、
厚
生
労
働
省
は
、
福
祉
用
具
を

機
械
的
・
一
律
に
回
収
し
な
い
よ
う
に
と

通
達
を
出
し
て
い
ま
す
が
、
業
者
に
徹
底

さ
れ
た
の
か
、
お
尋
ね
し
ま
す
。

教
基
法
改
悪
許
す
な

入
居
希
望
に
こ
た
え
る

市
営
住
宅
対
応
を

岡
村
英
治
議
員

一
般
質
問

教
育
、
市
民
の
く
ら
し
守
れ 
教
育
、
市
民
の
く
ら
し
守
れ 

!!!!

こ
れ
以
上
の
負
担
増
や
め
よ

障
害
者
サ
ー
ビ
ス
は

所
得
に
見
合
っ
た
負
担
に

要
支
援
認
定
者
の
実
態
調
査
を

松
本
松
子
議
員

一
般
質
問

果
た
せ
！
　
ご
み
処
理
は
自
治
体
の
仕
事 

果
た
せ
！
　
ご
み
処
理
は
自
治
体
の
仕
事 

主な陳情に対する議員の態度

（○は議案・陳情に賛成、×は反対）
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障
害
者
の
生
活
と
福
祉
の
危
機

打
開
を
求
め
る
陳
情
書

市
町
村
の
国
民
保
護
計
画
作
成

に
反
対
す
る
陳
情
書

教
育
基
本
法
『
改
正
』
法
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採　決　結　果

▽ 障害者の生活と福祉の危機打開を求める陳情書
＝自民・公明によって成立した障害者自立支援法は、応益負担の導入
で障害者が入所施設からやむなく退去する、通所日数を減らすなど

深刻な事態を引き起こしています。

また、利用者や家族には新しい障害程度区分で今まで利用していた

サービスが受けられなくなった、といった不安が渦巻いています。そ

うした不安の声にこたえようとしない公明党の態度は許されません。

▽ 市町村の国民保護計画作成に反対する陳情書
＝戦争の惨禍への最大の備えは、戦争を引き起こさないための平和的
な外交を展開することです。有事を想定し国民の避難計画などをた

て、訓練を実施することは現実的な意味を持たず、アメリカの戦争

に加担するため“銃後の備え”を国民に押し付けるものでしかあり

ません。

▽ 教育基本法『改正』法案の廃案を求める意見書の採択と教育
基本法の理念を学校と社会に生かすことを求める陳情
＝今の臨時国会に継続審議となった教基法改悪案は、通常国会におけ
る論戦で明らかになったように愛国心など特定の徳目を子どもたち

に押し付けるもの、また教育に対する国家・行政の統制を強めるも

のです。「人格の完成」を最大の目標とした現在の教基法を、さまざ

まな場面で実践していくことこそ求められています。

― 主 な 陳 情 に つ い て（市議団の考え） ―


